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No.637
毎月１回１日発行
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ご成人おめでとうございます
みんなでともに乗り越えよう
副町長就任のご挨拶／町長メッセージ
なみえ創成通信
税の申告はお早めに
保健だより／みんなの図書館
まちの話題
まるしぇコーナー／法律知識
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

町内で会ったら
皆さん声を

掛けあ
いまし

ょう

今月の表紙

祝　平成31年　浪江町成人式
（１月12日 浪江町地域スポーツセンター）

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ



大堀・苅野・津島地
区

幾世橋・請戸地区
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１月12日、浪江町地域スポーツセンター
において、平成31年浪江町成人式が行われ
ました。
昨年に引き続き、ふるさと浪江で開催され
た成人式に出席した新成人106人は、「人生
の節目」に当たり、故郷への思いを胸に決意
を新たにするとともに、郷里での友人・恩師
との再会に、笑顔があふれていました。

浪江地区 ご成人
 おめでとう
 ございます
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誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！ 片付け 清 掃



なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

なみえ創成小学校・中学校Q&A

なみえ創成小・中学校
校歌 完成披露
コンサートQ 浪江町内に住む所がないと学校も選べません。

Ａ

教育委員会事務局学校教育係
0240（34）5710

浪江小・津島小・な
みえ創成小合同で

「んだげんちょ」ダ
ンベル体操について

発表しました。

餅つき会をチームなみえG&Bの
皆さんと一緒に行いました。

地域の方と一緒に寛仁親王妃信子さま
からいただいたチューリップの球根を

植えました。

「昔の浪江、現在の浪江、これからの
浪江」について発表しました。

地域を題材に探求的に学んだことを発表する
双葉郡ふるさと創造学サミット

地域を題材に探求的に学んだことを発表する
双葉郡ふるさと創造学サミット

サミットでの発表内容を
町長へ報告しました。

東工大によるロボット
教室を行いました。

　平成３０年度に実施した浪江町立なみえ創成小学校・中学校に関する就学意
向調査等でお問合せの多かった内容や相談などに関するＱ＆Ａを作成しまし
た。詳しくは、町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

　多くの皆さまのご協力をいただ
いて作成を進めてきました「なみ
え創成小・中学校校歌の完成披露
コンサート」を実施します。どな
たでも参加できますので、ぜひお
越しください。

※詳細については、広報なみえ
　３月号等でお知らせします。

なみえ創成小学校・中学校、浪江にじいろこども園に通学・通園する世帯が、
町内の賃貸住宅に入居し、対象となった世帯に家賃の２分の１（上限３万
円）を補助します。また、災害公営住宅等の公営住宅は、空きがある際
に募集を行っています。家賃補助については、１８ページ「浪江町子育
て支援家賃補助金」をご覧ください。

Q スクールバスは出ていますか？
Ａ 現在は全児童生徒がスクールバス通学です。町外から通学を希望する場合
は、通学時間などの関係があるため、事前にご相談ください。

Q 就学費用の支援はありますか？
Ａ 国（文部科学省）が実施する被災児童生徒就学支援事業により、学用品費
用（定額）や修学旅行費（実費）、給食費（実費）などを支援しています。また、
町独自に、中学校制服や小中学校の運動着（ジャージ）などを支給します。
制服等支給については、１９ページ「なみえ創成小・中学校児童生徒に制
服等を支給します」をご覧ください。

Ａ 保護者の皆さまの意向を尊重し、子供たちのストレスにならないよう
配慮した取組を行っています。

 日　時
3月１６日（土）１０時３０分～

 場　所
なみえ創成小学校・中学校体育館

Q 各種メディアに取り上げられる際、子供のプライバシーについて、どの
　ように対応されていますか？
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地域を題材に探求的に学んだことを発表する
双葉郡ふるさと創造学サミット
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今
年
の
元
日
は
、
10
年
ぶ
り
に
「
あ

る
け
あ
る
け
初
日
詣
大
会
」
に
参
加

し
、
ま
ち
・
な
み
・
ま
る
し
ぇ
か
ら
大

平
山
霊
園
ま
で
の
道
の
り
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
歩
き
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
の

町
民
の
皆
さ
ん
と
平
成
最
後
の
初
日
の

出
を
拝
み
、
今
年
も
い
よ
い
よ
始
ま
る

な
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
今
後
も
町

民
に
信
頼
さ
れ
る
町
政
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
ま
し
た
。

翌
２
日
は
請
戸
漁
港
出
初
式
に
出
席

し
、
色
鮮
や
か
な
大
漁
旗
で
装
っ
た
漁

船
19
隻
が
雄
々
し
く
出
港
し
て
い
く
そ

の
姿
に
感
銘
を
受
け
、
復
興
創
生
へ
の

道
の
り
は
険
し
く
と
も
必
ず
や
成
し
遂

げ
、
浪
江
町
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
決

意
を
改
め
て
固
め
ま
し
た
。

町
は
、
最
先
端
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
と
若
い
世
代
の
方
が
働
く
場
を
確
保

す
る
た
め
、
町
内
４
か
所
に
産
業
団
地

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
町
の
こ
し
」
と
「
町
の
復
興
創
生
」。

実
現
に
向
け
た
歩
み
は
確
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

復
興
の

種
ま
き

復
興
の

種
ま
き

復
興
の

種
ま
き

№１№１

町長

№１
コラム

浪江町長
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平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
浪
江
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

税務署で確定申告
する方

公的年金等の収入
のみの方

給与収入のみの方
で勤務先から町へ
給与支払報告書が
提出されている方
（勤務先にご確認
ください）

上記以外の方（税
務署で確定申告の
必要がないと言わ
れた方を含む）

浪江町に住民登録
されている親族に
扶養されている方

その他の方（仕送
りなどにより生活
している方、町外
の親族に扶養され
ている方、障害・
遺族年金を受給し
ている方など）

申告不要

申告の必要はあり
ませんが、源泉徴
収票に記載のない
控除を受ける場合
には申告が必要で
す。

申告が必要です。

申告不要

申告が必要です。

平
成
30
年
中
に
収
入
の
あ
る
方

平
成
30
年
中
に
収
入
の
な
い
方

※扶養主の申告は
　必要です。
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住民課課税係　　
0240（34）0224

2月18日 月
　～3月15日 金
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読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
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　0240（34）0249（本庁舎）
　0243（62）0168（二本松事務所）

　健康保険課健康係
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12月17日、浪江町役場において、平成30年６月に亡く
なった馬場有さんに贈られた従五位・旭日小綬章の叙位・叙
勲伝達式を行い、ご遺族が出席されました。
馬場さんは、浪江町議会議員（平成元年5月から４期14
年）、福島県議会議員（平成15年４月から１期４年）、浪江町
長（平成19年12月から３期10年６か月）を務められ、地方
自治の発展と町政執行および東日本大震災とそれに伴う東京
電力福島第一原子力発電所事故からの復旧・復興に尽力され
ました。

１月２日、請戸漁港において、請戸漁港出初式が
開催されました。
出初式では、漁業の安全操業・大漁満足を祈念す

る神事が執り行われた後、漁船19隻が晴れ渡った青
空の下、鮮やかに彩られた大漁旗をなびかせながら
次々と出港していきました。
沖合に出た漁船は、漁業の安全操業と豊漁、そし

て請戸漁港の復興を願い、お神酒をささげました。

浪江中学校３年生の　米田滉斗さんが、中学生人権作文コ
ンテストにおいて、福島地方法務局いわき支局長・いわき人
権擁護委員協議会長から「奨励賞」を受賞しました。　米田
さんが応募した作文は、東日本大震災で避難と転校をし、新
しい友達を作るという経験から、相手に信用してもらえる対
応をすることが大事だと気付き、成長することができたこと
をつづった作文です。平成30年度はいわき支局管内35校から
1,236編の応募がありました。
また、浪江中学校に対し、福島地方法務局長・福島県人権

擁護委員連合会長より感謝状が贈られました。

���� �������	
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

１月１日、新春恒例の「あるけあるけ初日詣大会」が開催
されました。
大会には約100人の方が参加し、参加者は凍えるような寒

さの中、まち・なみ・まるしぇから初日の出イベント会場の
大平山霊園まで、約３キロメートルの道のりを歩きました。
大平山霊園では、浪江青年会議所の皆さんによるなみえ焼

そばの振る舞い、焼酎BARひかり家の豚汁や温かい飲物の販
売があり、初日の出を見ようと集まった約300人が、温かい
食べ物で暖を取りながら、日の出を待ちました。
だんだんと空が明らみ、６時50分ごろ、平成最後の初日が

昇り、新年の誓いと町の復興の願いを込め、新春を彩る神楽
が川添芸能保存会により披露されました。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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いつか役に立つ

法 律
知 識

No.26

弁護士　大橋　征平

　
２
点
目
で
す
。
以
前
の
遺
留
分
の

説
明
で
、
遺
留
分
割
合
を
掛
け
る
基

と
な
る
財
産
（
基
礎
財
産
）
は
、
亡

く
な
る
１
年
前
ま
で
の
贈
与
を
含
め
る

と
い
う
説
明
を
し
ま
し
た（　

20
参

照
）。
そ
こ
で
は
、
説
明
を
省
略
し
て

い
た
の
で
す
が
、贈
与
が
特
別
受
益（　

７（
平
成
29
年
７
月
号
参
照
））に
当
た

る
場
合
は
、
こ
の
１
年
前
と
い
う
制
限

が
な
く
、
遺
留
分
の
基
礎
財
産
に
含

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、

居
住
用
の
不
動
産
を
あ
げ
た
場
合
な

ど
は
特
別
受
益
に
当
た
り
、
い
く
ら
前

の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
遺
留
分
の
基
礎

財
産
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
１０
年
前
の
贈
与

ま
で
と
い
う
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。「
特
別
受
益
に
当
た
る
場
合
で
も
、

亡
く
な
っ
た
時
か
ら
１０
年
以
上
前
に
贈

与
さ
れ
た
財
産
は
、
遺
留
分
の
基
礎

財
産
に
含
め
な
い
」こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
前
回
お
話
し
た
、
居
住
用
不
動

産
の
贈
与
を
受
け
た
配
偶
者
が
遺
留

分
の
請
求
を
受
け
る
可
能
性
を
狭
め

る
改
正
で
す
。

　

総
じ
て
、
遺
留
分
が
行
使
さ
れ
る

側
に
と
っ
て
、
お
得
な
改
正
が
さ
れ
た

と
い
え
ま
す
。

　

今
回
も
引
き
続
き
、
昨
年
７
月
の
民

法
改
正
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

遺
留
分
に
つ
い
て
は
、   

17（
平
成

30
年
５
月
号
）か
ら　

20（
平
成
30
年

８
月
号
）に
か
け
て
説
明
し
ま
し
た
。

簡
単
に
言
え
ば
、
遺
言
な
ど
に
よ
っ
て

も
侵
害
さ
れ
な
い
相
続
人
の
最
低
限

の
取
り
分
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、

遺
留
分
制
度
の
見
直
し
の
中
で
も
、

重
要
な
２
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
は
、「
遺
留
分
の
請

求
が
金
銭
の
請
求
の
み
に
限
ら
れ
た
」

こ
と
で
す
。

　

従
前
は
、
遺
産
に
不
動
産
が
含
ま

れ
て
い
た
場
合
に
遺
留
分
が
行
使
さ
れ

る
と
、
不
動
産
の
所
有
権
に
つ
い
て
も

遺
留
分
割
合
分
が
遺
留
分
行
使
者
に

移
り
、
共
有
と
な
る
の
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
遺

産
を
金
銭
評
価
し
た
価
額
に
遺
留
分

割
合
を
掛
け
た
分
の
金
銭
の
み
請
求

で
き
る
こ
と
と
な
り
、
不
動
産
の
所

有
権
が
移
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
遺
言
に
よ
っ
て
、
特
定
の
財

産
を
特
定
の
相
続
人
に
あ
げ
や
す
く

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

遺
留
分
制
度
の
見
直
しNo.

No.

No.

No.

浪江町イメージアップ
キャラクター「うけどん」

×
まち・なみ・まるしぇ特製グッズ

バレンタイン特別企画

小 鉢

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。

イベント（
両日）

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。皆さまのお越しを心よりお待ちしています。

● 音楽ライブ　CiL ～シエル～
●大道芸　エンジョイ Joy
● マルチパフォーマンス　
　デビルエンジェルズ
●落語・紙切り　
　噺の会じゅげむ　山椒家小粒
●音楽ライブ
　ぱぴちぇすたん連合第３惑星
●大道芸　keiko

9日
（土）

10日
（日）

ステージ

（両日
楽ライブ CiL ～シエル～

11時～14時
９日 土

11時～14時
10日 日

毎月
第2土曜・

日曜は

まるしぇの
日♪

２月は

３月は９日（土）10日（日）に開催！
産業振興課商工労働係 　　0240（34）0247

今月は

記念品

はなし

まち・なみ・まるしぇor 青空マー
ケットで飲食や買物をしていた
だいたお客様にプレゼント！
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

震災からの復興と海上安全・豊漁および豊作を祈念
し、　野神社境内で「安波さま」を開催します。皆さま
のお越しをお待ちしています。
■開催日時　２月17日（日）　10時から
■場　　所　　野神社　境内（浪江町大字請戸）
■内　　容　１　神事
　　　　　　２　雅楽奉納（品川区雅楽同友会）
　　　　　　３　神楽奉納
　　　　　　４　田植踊奉納
※路上駐車はせず、神社敷地内の空き地をご利用ください。
　野神社氏子総代長　渡部　忍　　090（2279）9028

「安波祭」を開催します
くさ の
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環境省  福島地方環境事務所浜通り北支所
　 0244（26）9912㈹
平日８時30分～17時15分

浪江町役場住民課除染環境係
　 0240（34）0228　
平日８時30分～17時15分

お問合せ先

　　
双葉運輸株式会社コールセンター
　 0120（465）175

平日８時～17時
　 0120（460）232

24時間受付

個別回収申込先（環境省事業受託会社）

粗大ごみの個別回収について
帰還困難区域を除く浪江町内のご自宅で、廃棄せざるを得なくなった家財（家電、家

具、衣類等の片付けごみが対象）等の個別回収を行っています。
個別回収をご希望の方は、申込期限までにコールセンターへお申込み・ご相談ください。
　　

■対象地域　浪江町内（帰還困難区域を除く）
■最終申込期限　３月19日（火）

　　

申込期限までにお申込みされた方は無料で回収します。期限翌日以降は受付で
きませんので、双葉地方広域市町村圏組合による有料回収をご利用ください。

　　
※生活ごみは対象となりません。

双葉地方広域市町村圏組合
南部衛生センター

　 0240（25）4609
平日８時30分～17時15分

お 問 合 せ 先

ごみ出しのルールを守りましょう
浪江町内（帰還困難区域を除く地域）では、ごみの分別・回収方法が震災以前の方法に

変更されています。
　　
「指定のごみ袋に入っていない」「正しく分別されていない」といった場合は
『違反ごみ』になるため回収できません。

　　
また、鳥獣によるごみの散乱被害を防ぐためにも、収集日の朝（８時30分まで）にごみ

ステーションに出すようにしてください。
ごみの分別方法と回収日、指定ごみ袋の販売店等については、住民課除染環境係で配布

している『ごみと資源の分け方・出し方』『生活ごみ回収日』のリーフレットをご確認く
ださい。リーフレットは窓口に備え付けています。
マナーとルールを守り、皆さんで協力して、快適な住環境を保っていきましょう。

浪江町役場住民課除染環境係
　 0240（34）0228
平日８時30分～17時15分
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

なみえタブレット 通 信

　今年も「大堀相馬焼　春の新作展」が開催されます。６窯元による新作発表展・せと市が行われ、
その一角にタブレットブースを出展します！
　十日市祭で大人気だった「アイロンビーズでうけどんグッズを作ろう！」のコーナーやタブレッ
トに関する相談を受け付けます。お友達やご家族で、ぜひ皆さまお誘い合わせの上、お越しください。

　これまでタブレットの故障・破損の際は町役場でご案内していましたが、２月以降は直接メーカー
へお問合せくださいますようお願いします。

※自動音声ガイダンスが流れますので「お客さま相談室」を選択し、案内に従って番号を
　操作してください。

　「なみえ新聞」は、スマートフォン
（Android/iPhone）でも閲覧できます。
右のＱＲコードを読み取って「なみ
え新聞」アプリをダウンロードしてお
楽しみください。

「大堀相馬焼　春の新作展2019」でお待ちしています！

なみえタブレットの故障は直接メーカーへお問合せください

なみえ新聞をスマートフォン（Android/iPhone）アプリで見よう！

Android 版
なみえ新聞

▲ iPhone 版
なみえ新聞

▲
浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料タブレットに関する

お問合せ ☎ 0800（919）3287 （平日9時～17時15分） 

【故障・破損修理のお問合せ先】

ASUS（エイスース）　　https://www.asus.com/jp/
● 固定電話から（通話料無料）　　　●携帯電話から
　　0800（123）2787　　　  0570（783）886
受付時間 ９時~19時（年中無休）

● タブレットブース出展日時

　2月２４日（日） 10時～15時
● 出展場所

　福島空港 ３階キッズラウンジ
※タブレットブースの出展場所は変更になる場合 
　があります。あらかじめご了承ください。

　修理後は初期設定が必要です。修理をされた方に「タブレットを修理した人のためのガイド」を
お送りしますので、浪江町タブレットサポートセンターまでご連絡ください。
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浪江のヒト・モノ・コトや歴史、
開催されるイベント情報などを発信
しています。
「浪江の今」をご覧ください。

　産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

　https://730.media/
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●　武　石　　　泉 様
●　堀　　　一　美 様
●　土　屋　　　実 様（東京都武蔵野市）
●　岡　田　吉　充 様（東京都葛飾区）
●　永　田　健　一 様（大阪府大阪市）
●　宮　本　武　彦 様（宮城県仙台市）
●　松　浦　智　之 様（東京都町田市）
●　星　野　正　敏 様（埼玉県八潮市）
●　合　原　亮　一 様（長野県上田市）
●　川　本　健　二 様
●　小　栗　修　一 様

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

ふるさと納税　　　　　　　　　　　　　※順不同
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消防署からのお知らせ

浪江消防署 　0240（34）4111
富岡消防署 　0240（22）2119火事と救急は119番 《消防署連絡先》

火災予防を心掛けましょう！

火災予防の三つのポイント

ストーブ周辺に可燃物を置かない！

この季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。
火災予防を徹底しましょう！

家庭で使用する火気設備でも思わぬ火災の危険があります。
使用の際には十分注意しましょう。

火気設備の取扱いに注意！

　布団や衣類などの可燃物が触れなくても、距離が近い
と、輻射熱で発火するおそれがあります。
　また、ストーブは消してから就寝しましょう。

煙突や低温着火にご注意を！
　煙突の周囲に可燃物がないか確認しましょう。
また、木材は、100℃程度の熱を長時間にわたって受け
ると、熱の蓄積が進み発火する危険があります（低温着火）。
　室内だけでなく、屋外の火気設備も確認しましょう。

　火災予防のため、「火災と紛らわしい煙を揚げる」または「火災を発するお
それのある行為をする」ときは、浪江消防署または浪江町役場に事前に届出書
を提出してください。届出がない場合、付近の方からの通報や巡回中に煙を発
見した際、消防隊が駆け付ける場合があります。
　届出書は、浪江町役場本庁舎（総務課防災安全係）または浪江消防署で交付
しているほか、町または双葉地方広域市町村圏組合消防本部のホームページか
らダウンロードできます。
　空気が乾燥し、火災が起こりやすい季節です。火気の取扱いには十分ご注意
ください。

①住宅用火災警報器を設置する。
②テーブルタップのたこ足配線や電源コードが
　家具などの下敷きになっていないか確認する。
③寝たばこは絶対にしない。

総務課防災安全係　　0240（34）0229

枯れ葉等を焼却処分する際には届出が必要です

ふくしゃねつ
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放射線相談員だより放射線相談員だより

健康保険課放射線対策係 　  0240（34）0261

～放射線のことなら何でもご相談ください～

　役場の放射線相談窓口には、放射線相談員がいます。放射線相談は、窓口に
おける測定器の貸出しや測定結果の説明のほか、相談員の訪問による測定や放射
線相談も随時行っています。
　また、「窓口では話しにくい」「お茶のみ仲間同士で話を聞きたい」という場合は、
電話や出張相談、出前講座等も行っています。
　放射線についての疑問や不安な点など、お気軽にご相談ください。
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆
さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ通
信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話した「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政等が連携したコミュ
ニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第92号 ●

「浪江のこころ通信／第92号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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て
い
る
か
ら
、
辞
め
な
い
で
」
と
言

わ
れ
て
、
や
っ
ぱ
り
続
け
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
人
も

あ
ん
ま
り
来
ら
れ
な
い
ん
で
す
け
ど

ね（
笑
）。

鈴
木
さ
ん　

私
た
ち
自
身
も
、
お
互

い
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
集
ま
る
と

ま
ず
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
て
、
練
習

が
な
か
な
か
始
ま
ら
な
い（
笑
）。
練

習
も
楽
し
み
だ
け
ど
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
て
し
ゃ
べ
る
の
も
楽
し
み
で

す
。

佐
々
木
さ
ん　

イ
ベ
ン
ト
に
出
る

と
、
練
習
に
来
ら
れ
な
い
メ
ン
バ
ー

も
見
に
来
て
「
や
っ
て
て
も
ら
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

今
は
踊
る
側
と
見
る
側
に
別
れ
て
い

て
も
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
気

持
ち
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
だ
か

ら
、
大
変
だ
け
ど
や
っ
て
い
る
意
味

が
あ
る
な
、
と
思
い
ま
す
。

◆
佐
々
木
さ
ん
は
浪
江
町
民
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
震
災
後
に

メ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ
ま
し
た

佐
々
木
さ
ん　

私
は
も
と
も
と
本
宮

市
の
チ
ー
ム
で
踊
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
が
減
っ
て
震
災
の
少

し
前
に
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
そ
の
ま
ま
離
れ
る
の
も
も
っ

た
い
な
い
の
で
県
の
よ
さ
こ
い
振
興

会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い
た
ん
で

す
が
、
た
ま
た
ま
家
が
近
く
な
っ
た

常
盤
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ

て
。
今
は
宮
城
県
の
登
米
市
に
引
っ

越
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
参
加

し
て
い
ま
す
。
機
会
が
無
い
と
全
く

動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
あ

り
が
た
い
で
す
。

常
盤
さ
ん　

震
災
後
に
久
し
ぶ
り
に

踊
っ
た
と
き
は
息
が
切
れ
て
大
変
で

し
た（
笑
）。
や
っ
ぱ
り
続
け
て
い
な

い
と
駄
目
で
す
ね
。
や
っ
て
い
な
い

人
に
は
「
元
気
だ
ね
〜
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
や
っ
て
い
る
か
ら
元
気
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

◆
避
難
指
示
が
一
部
解
除
に
な
っ

て
、
浪
江
町
で
練
習
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
町
の
様
子
を
見

て
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す

か
？

佐
々
木
さ
ん　
「
信
号
が
点
滅
信
号

じ
ゃ
な
く
な
っ
た
！
」
と
か
「
電
車

が
走
っ
て
る
！
」
と
か
、
そ
う
い
う

変
化
に
感
動
が
あ
り
ま
す
ね
。

鈴
木
さ
ん　

最
初
の
頃
は
、
子
供
た

ち
を
連
れ
て
来
る
こ
と
に
躊
躇
し
ま

し
た
が
、
今
は
楽
し
く
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
も
「
ど
こ

行
く
の
？
」「
浪
江
だ
よ
。
お
父
さ

ん
の
お
母
さ
ん
の
家
が
あ
る
と
こ
ろ

だ
よ
」
な
ん
て
話
し
な
が
ら
来
ま
し

た
。

大
原
さ
ん　

解
除
に
な
る
前
は
、
も

う
戻
っ
て
く
る
場
所
で
は
な
い
と
い

う
感
覚
で
し
た
が
、
以
前
勤
め
て
い

た
職
場
の
後
輩
が
戻
っ
て
き
て
働
い

て
い
た
り
す
る
の
を
見
る
と
「
あ

あ
、
普
通
に
住
め
る
ん
だ
な
」
と
。

福
島
市
内
に
家
を
建
て
て
し
ま
っ
た

の
で
複
雑
で
は
あ
り
ま
す
が
。

常
盤
さ
ん　

同
世
代
の
人
が
戻
る
た

め
に
家
を
建
て
直
し
て
い
る
の
を

知
っ
た
り
す
る
と
、
私
も
い
ず
れ
は

戻
っ
て
こ
よ
う
か
な
と
考
え
た
り
は

し
ま
す
ね
。

▲子供たちやお年寄りにもその場で参加してもら
える曲なども工夫しています

▲活動を「育休」中のメンバーも集まり、
にぎやかな練習となりました

ち
ゅ
う
ち
ょ

◆
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
展
望
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

常
盤
さ
ん　

こ
こ
数
年
、
ず
っ
と
同

じ
曲
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

新
し
い
曲
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
鮭
が
荒
波
を
越
え
て
故
郷
に

帰
っ
て
く
る
」
と
い
う
内
容
の
曲
を

復
興
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
て
踊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
度
は
明
る
く
て
空

に
羽
ば
た
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
曲

に
し
ま
し
た
。
衣
装
も
新
し
い
も
の

を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
少

し
ず
つ
新
し
い
挑
戦
も
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

鈴
木
さ
ん　

私
は
23
歳
の
時
に
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
か
ら
15
年
続
け
て
い

て
、
メ
ン
バ
ー
と
結
婚
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
一
緒
に
踊
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
震
災
後
に
生
ま
れ
た

娘
も
旗
振
り
を
や
り
た
い
と
言
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
楽

し
く
続
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん　

今
日
も
、
踊
れ
る
の

は
４
人
で
す
が
、
子
供
を
連
れ
て
遊

び
に
来
て
く
れ
て
い
る
仲
間
が
い
ま

す
。
子
供
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
踊
れ
る
よ

う
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

大
原
さ
ん　

体
力
的
に
き
つ
い
と
き

も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と
一
緒
に
運

動
で
き
る
の
で
心
身
と
も
に
元
気
に

な
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
場
は
な
か
な

か
無
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
い
つ
で

も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
！

���� �������	
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Wonderなみえ
常盤　香世さん（川 添）・大原　陽子さん（川 添）
鈴木　　純さん（田 尻）・佐々木和子さん（本宮市）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　谷津
取材日：11月10日

活動を続けることがみんなの心を
つないでいます

11月24日と25日、浪江町地域スポーツ
センターで「復興なみえ町十日市祭」が開
催されました。
昨年に引き続き、十日市祭でのステージ
発表に向け、浪江町地域スポーツセンター
に集まって練習をしているよさこいチーム
「Wonderなみえ」の皆さんを訪ねまし
た。12月には、浪江町仮設商店街まち・
なみ・まるしぇの「まるしぇの日」と同時
開催された「浪江ふるさとまつり北海道・
東北復興YOSAKOI」でも華麗な演舞を披
露。地元よさこいチームとして、各地に
引っ張りだこです。これまでの経緯と今の
想いをお聞きしました。

◆
チ
ー
ム
結
成
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

常
盤
さ
ん　

平
成
13
年
の
「
う
つ
く

し
ま
未
来
博
」
の
時
に
、
商
工
会
が

主
導
し
て
県
内
各
地
に
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。

「
W
o
n
d
e
r
な
み
え
」
も
そ

の
時
に
発
足
し
て
、
震
災
前
は
週
２

回
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
小
中
学

生
も
合
わ
せ
て
50
人
く
ら
い
い
た
で

し
ょ
う
か
。
震
災
で
ば
ら
ば
ら
に
な

り
「
解
散
す
る
し
か
な
い
か
な
」
と

思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
夏
に
二

本
松
で
開
催
さ
れ
た
夏
祭
り
に
「
踊

ら
な
い
か
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
て
。
メ
ン
バ
ー
に
連
絡
し
て
み
た

ら
、
当
日
は
結
構
な
人
数
が
集
ま
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
「
続
け
よ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら

は
月
に
２
、
３
回
、
い
わ
き
市
な
ど

で
練
習
を
し
な
が
ら
、
続
け
て
き
ま

し
た
。

◆
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
機
会
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

常
盤
さ
ん　

今
は
年
に
20
回
以
上
あ

り
ま
す
。
避
難
指
示
が
一
部
解
除
に

な
っ
て
か
ら
増
え
ま
し
た
。
相
双
地

域
の
他
の
チ
ー
ム
は
解
散
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
余
計
に
声
が
掛
か
る

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
メ
ン

バ
ー
が
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の

で
、
練
習
に
は
数
人
し
か
来
ら
れ
な

い
こ
と
が
多
い
ん
で
す
が
、
本
番
に

は
な
ん
だ
か
ん
だ
で
15
人
く
ら
い
集

ま
り
ま
す
。
L
I
N
E
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
使
用

で
き
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
）
で
動

画
を
共
有
し
て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら

各
自
自
宅
で
練
習
す
る
な
ど
し
て
、

な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
ま
す
。
新
潟

や
東
京
に
も
メ
ン
バ
ー
が
い
る
ん
で

す
け
ど
、
本
番
に
駆
け
付
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。

大
原
さ
ん　

毎
月
何
か
と
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
日
々
が
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。
長
く
や
っ
て
い
る
の

で
、
も
し
無
く
な
っ
た
ら
何
か
が

す
っ
ぽ
り
抜
け
た
み
た
い
に
な
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
住
ん

で
い
る
と
こ
ろ
は
違
う
の
で
、
活
動

が
無
け
れ
ば
会
う
機
会
も
無
い
で

し
ょ
う
か
ら
、
貴
重
な
つ
な
が
り
で

す
。
あ
ま
り
来
ら
れ
な
い
人
と
も
、

L
I
N
E
で
い
つ
も
会
話
し
て
い
る

と
離
れ
て
い
る
感
じ
が
し
な
い
で

す
。
お
互
い
の
場
所
で
災
害
が
あ
る

と
自
然
と
「
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」
と

声
を
掛
け
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

◆
各
地
に
メ
ン
バ
ー
が
散
ら
ば
っ
て

い
て
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？

大
原
さ
ん　

毎
回
数
人
し
か
集
ま
れ

な
い
の
で
、
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
度
「
も
う
辞
め

よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
が
、
あ
る
人
か
ら
「
避
難
先
で
は

自
分
の
境
遇
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
。
練
習
で
集
ま
っ
た
時
に

だ
け
気
持
ち
を
話
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
日
々
頑
張
っ

▲前列左から 常盤さん、大原さん
　後列左から 鈴木さん、佐々木さん

福島県
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（
平
成
29
年
）
の
臨
時
総
会
で
予
算

化
し
、
編
集
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
3
月
の
通
常
総

会
ま
で
に
冊
子
を
発
行
し
、
皆
さ
ん

に
配
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昨
年
4

月
に
は
各
隣
組
か
ら
編
集
委
員
を
選

出
し
て
も
ら
い
、
本
格
的
な
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

井
戸
川
さ
ん　

冊
子
は
1
8
0
ペ
ー

ジ
を
超
え
る
予
定
で
、「
1
．酒
井
行

政
区
の
あ
ゆ
み
」「
2
．酒
井
の
言
い

伝
え
と
祭
り
」「
3
．ふ
る
さ
と
酒
井

へ
の
想
い
と
原
発
災
害
を
経
験
し

て
」「
4
．資
料
」
の
4
つ
の
章
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
第
3
章
は
昨
年
の
総
会
後

か
ら
区
民
の
方
々
に
執
筆
を
お
願
い

し
、
電
話
や
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
取
材
し
、
た
く
さ

ん
の
方
々
の
声
を
掲
載
で
き

る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

高
田
勝
人
さ
ん　
酒
井
は
行

政
区
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

防
災
へ
の
備
え
や
祭
り
、
農

業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組

が
盛
ん
で
し
た
。
私
も
区
長

と
し
て
、
毎
月
『
酒
井
ふ
る

さ
と
会
便
り
』
を
発
行
し
、

情
報
公
開
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
震
災
後
も
作
っ
て
郵
送

し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

震
災
直
後
は
帰
り
た
い

と
言
う
声
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
高
齢
者

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
避
難

先
へ
の
定
住
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
酒
井
を
後
世
に
残
す
に
は
記

録
が
あ
れ
ば
一
目
瞭
然
。
無
け
れ
ば

全
て
無
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
切

実
な
思
い
か
ら
、
編
集
委
員
11
人
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

井
戸
川
さ
ん　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
文
章
や
様
々
な
地
域
活

動
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
写
真
を
見
る

と
、
酒
井
地
区
の
良
さ
や
こ
れ
ま
で

の
歴
史
を
再
確
認
で
き
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
中
に
は
60
年
も
前
の
写

真
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
思
い
で
編
集

作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

高
田
勝
人
さ
ん　

地
区
の
皆
さ
ん
に

は
、『
編
集
委
員
会
だ
よ
り
』
を
通

じ
て
冊
子
の
編
集
状
況
な
ど
を
伝
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県
や
仙
台

市
、
い
わ
き
市
な
ど
遠
方
の
編
集
委

員
た
ち
と
は
L
I
N
E
で
折
々
の
情

報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
会

議
に
参
加
す
る
交
通
費
や
通
信
費
な

ど
の
負
担
は
大
き
い
で
す
。

伝
統
や
い
わ
れ
を
掘
り
起
こ
す
た

め
に
お
年
寄
り
か
ら
話
を
聞
く
な

ど
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
と
、

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
。
若
い
人
た
ち
は
ふ
る
さ
と

の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
少
な
い
で

す
か
ら
、
今
の
う
ち
に
書
き
留
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

中
谷
さ
ん　

震
災
が
な
け
れ
ば
、
た

ぶ
ん
生
産
組
合
が
中
心
に
な
り
生

産
、
加
工
、
販
売
ま
で
を
行
う
６
次

産
業
化
で
機
能
し
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
営
農
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
は
太
陽
光
発
電
に
変
わ

り
、
新
た
な
組
織
で
進
ん
で
行
く
と

思
い
ま
す
。

高
田
勝
人
さ
ん　

震
災
後
す
ぐ
に
、

町
へ
復
興
に
つ
い
て
提
案
書
を
提
出

し
た
り
、
復
興
計
画
策
定
委
員
と
し

て
発
言
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
は
皆
、
居
を
構
え
生
活
し

て
い
る
た
め
、
帰
還
す
る
人
は
わ
ず

か
で
す
。
私
に
は
酒
井
や
町
を
ど
う

す
べ
き
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
帰
還

困
難
区
域
と
し
て
初
の
大
規
模
太
陽

光
発
電
所
が
で
き
ま
す
の
で
、
地
権

者
の
組
合
が
末
永
く
地
元
の
人
た
ち

高田　勝人さん

▲インタビュー風景

の
絆
と
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す

よ
。町

の
復
興
計
画
に
は
ま
っ
た
く
新

し
い
発
想
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

し
、
一
方
、
私
た
ち
は
原
発
事
故
の

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
多
く
の
人
た

ち
に
正
確
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
戸
川
さ
ん　

帰
還
困
難
区
域
で
あ

る
酒
井
地
区
再
建
の
た
め
の
方
針
が

何
一
つ
示
さ
れ
て
い
な
い
中
、
朽
ち

て
い
く
家
を
見
な
が
ら
、
今
後
の
行

く
末
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
故

郷
に
帰
還
で
き
な
い
私
た
ち
に
と
っ

て
、
復
興
へ
の
対
策
や
心
の
支
え
と

な
る
施
策
が
、
今
後
、
具
体
化
し
て

い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
現
状
を
風
化
さ
せ

ず
、
多
く
の
方
々
に
原
発
事
故
災
害

が
い
か
に
深
刻
か
を
考
え
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

井戸川さん

高田トシ子さん中谷さん
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取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：11月30日

酒井の人たちにふるさとの記録を手渡すために

帰還困難区域となっている酒井地区の様々な記憶を集め、記録として残す
ために、「ふるさと酒井誌編集委員会」が編さんに取り組んでいる『ふるさ
と酒井』（以下、冊子）は、目下、最後の編集・印刷入稿作業の段階です。
編集委員11人の中から代表として4人の方々に、それぞれの暮らしや
編さんにまつわるお話などを伺いました。

◆
あ
の
大
震
災
か
ら
の
避
難
の
様
子

や
今
ま
で
の
お
暮
ら
し
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

中
谷
さ
ん　

勤
務
し
て
い
た
J
A
ふ

た
ば
の
社
内
で
地
震
に
遭
い
ま
し

た
。
帰
宅
指
示
に
従
い
退
社
し
ま
し

た
が
、
道
路
は
至
る
所
で
陥
没
。
山

側
の
道
を
通
っ
て
よ
う
や
く
18
時
ご

ろ
に
浪
江
に
戻
り
ま
し
た
。
翌
朝
、

全
町
避
難
と
な
り
、
す
で
に
津
島
の

避
難
所
は
満
杯
と
聞
き
、
南
相
馬
市

小
高
区
の
妻
の
親
戚
を
頼
り
ま
し

た
。
2
泊
だ
け
お
世
話
に
な
り
、
同

市
原
町
区
の
小
学
校
に
避
難
し
ま
し

た
が
、
本
当
に
寒
か
っ
た
で
す
。

道
の
駅
「
南
相
馬
」
に
移
動
し
た

時
に
3
号
機
の
爆
発
を
知
り
、
郡
山

市
に
避
難
し
ま
し
た
。
息
子
の
会
社

が
社
員
寮
を
お
世
話
し
て
く
だ
さ

り
、
今
も
住
ん
で
い
ま
す
。

井
戸
川
さ
ん　

あ
の
日
は
、
勤
務
先

の
中
学
校
が
避
難
所
と
な
っ
た
た

め
、
被
災
者
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。

翌
朝
浪
江
に
戻
り
、
連
絡
が
取
れ
な

か
っ
た
母
の
無
事
を
確
認
し
安
堵
し

ま
し
た
が
、
自
宅
は
手
の
付
け
ら
れ

な
い
状
況
で
し
た
。
再
び
職
場
に
戻

ろ
う
と
し
た
時
、
浪
江
町
に
避
難
指

示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
実
家
に
寄

り
、
母
と
妹
夫
婦
と
共
に
小
高
に
向

か
い
ま
し
た
。

夕
方
に
は
小
高
区
に
も
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
た
め
、
原
町
区
の
学
校

に
避
難
し
、
被
災
者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
体
育
館
で
寒
い
一
夜
を
過
ご

し
、
翌
日
、
み
ん
な
で
姉
が
住
む
仙

台
市
に
避
難
し
ま
し
た
。
2
年
前

に
、
母
は
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
知

り
合
い
も
い
な
い
慣
れ
な
い
地
で
の

生
活
は
、
と
て
も
寂
し
く
つ
ら
い
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
学
校

再
開
後
、
な
ん
と
か
相
馬
市
に
ア

パ
ー
ト
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。

高
田
ト
シ
子
さ
ん　
（
高
田
勝
人
さ
ん

と
ト
シ
子
さ
ん
は
ご
夫
婦
）
3
月
12
日

は
甥
の
結
婚
式
が
予
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、
前
日
11
日
の
午
後
、
郡
山
市

の
妹
の
家
に
向
か
い
、
到
着
後
間
も

な
く
あ
の
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し

た
。
当
時
、
夫
は
酒
井
区
長
だ
っ
た

の
で
地
区
の
こ
と
が
気
掛
か
り
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
避
難
指
示
が
出
て

い
る
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

家
族
で
話
し
合
い
、
私
た
ち
は
横

浜
市
に
住
む
義
姉
夫
婦
の
家
に
避
難

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
6
か
月
間
お

世
話
に
な
っ
た
後
、
近
所
の
借
上
げ

住
宅
に
移
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

高
田
勝
人
さ
ん　

酒
井
行
政
区
区
長

と
し
て
一
番
先
に
し
た
こ
と
は
、
地

区
の
皆
さ
ん
の
安
否
確
認
で
し
た
。

震
災
直
後
、
高
齢
者
の
方
々
は
携
帯

電
話
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
避
難
場
所

を
転
々
と
さ
れ
て
い
た
方
も
多
く

て
、
確
認
作
業
は
大
変
で
し
た
。

震
災
の
翌
年
か
ら
毎
年
、
総
会
を

兼
ね
た
「
会
え
て
よ
か
っ
た　

来
て

よ
か
っ
た
の
会
」
を
郡
山
市
の
月
光

温
泉
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
初
の

年
は
全
戸
住
民
の
7
割
近
く
の
参
加

が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

◆
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
、
冊
子

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
か
。
編
さ
ん
中
の
こ
と
も
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

高
田
勝
人
さ
ん　

帰
り
た
く
て
も
帰

れ
な
い
、
ふ
る
さ
と
の
記
録
を
残
し

た
い
と
い
う
話
が
出
て
、
一
昨
年

福島県

あ
ん　
ど

ふるさと酒井誌編集委員会
高田　勝人さん（編集長）・井戸川あけみさん（副編集長）
中谷　　一さん（編集委員）・高田トシ子さん（編集委員）
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12月14日、浪江にじいろこども園遊戯室において、第
５回子育てサロン「ぽかぽかテラス」を開催し、５世帯10
人の親子に参加いただきました。
今回は、東北すくすくプロジェクトから助産師の三橋先
生をお招きした「ママさんヨガ」。手遊びや絵本の読み聞
かせの後、子供たちはブロックや車のおもちゃで遊び、お
母さんたちはヨガで日頃の育児で疲れた心と体をほぐしま
した。遊んでいた子供たちもお母さんの隣に来て、ヨガを
一緒にしている光景が微笑ましかったです。また、参加し
たお母さんたちは、三橋先生から子育てのアドバイスを受
けたり、談笑したりと楽しい時間を過ごされていました。
子育てサロン「ぽかぽかテラス」は、今年度もたくさん
の親子に参加いただきました。ありがとうございました。
新年度も引き続き、お子さん同士、お母さん同士が交流
できる場として、また、子育てに関する相談や情報を共
有する場として開催していきますので、お気軽にご参加
ください。

劇団「赤いトマト」がやって来ます！
一緒に鑑賞しませんか？

田村市の有機農家から生まれた劇団
「赤いトマト」。手作りの人形を使った人
形劇が、大人も子供も自然に笑顔となる
楽しい時間をお届けします。
未就学児のお子さんと保護者同士の交
流や自由な相談の時間もありますので、
お気軽にご参加ください。
●日時　２月14日（木）　10時～11時30分
●場所　浪江にじいろこども園遊戯室
●申込方法　２月12日（火）までに電話で

お申込みください。
　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

●
●
●
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